
 

 

  

データ版 給食だよりはこちら→ 

ＱＲコードを読んでください。 

令 和 ６ 年 ２ 月 ８ 日 

台 東 区 立 千 束 小 学 校 

校   長  瀧島  和則 

栄養教諭  善方  祐望 

現在、北海道各地の水産加工業者は、水産物を輸出できないことが続き、大変深刻な影響を受けています。今回、北海
道南西部にある渡島半島のほぼ中心に位置する八雲町が、町内水産加工業者を支援するために、全国の子供たちに北海道

産のホタテを提供されています。千束小学校もこの取組に参加し、普段なかなか提供する機会がないホタテを味わっても

らい、さらに北海道の現状やホタテについて知ってもらう場としました。 

ホタテときのこのバター醤油焼きにしました！ 

調理員さんが、どうやったらよりおいしく子供たちに食べて

もらえるか考えてくださり、 

① ホタテを蒸す。 

② カップにきのこのバター醤油炒めを入れる。 

③ ホタテをカップに入れる。 

④ 別で作ったバター醤油のたれをかける。 

⑤ オーブンで焼く。 

という、手間のかかる工程で作ってくださりました。 

おかげで、とてもおいしいバター醤油焼きになりました◎ 

弾力があって 

おいしい！ 

たれとホタテが 

よく合う！ 

調理中、調理員さんがあることに気
が付きました。「一つだけ、他と色が

ちがうオレンジ色のホタテがある！」 
調べてみると、この色はエサ由来

で、オレンジ色のプランクトンを食べ
たことによるものだとか…。（食べて

も害はありません） 
とっても珍しいホタテということ

で、ラッキーにんじんデーのように誰
のところに行くか、子供たちにわくわ

くした気持ちを味わってもらいたいと
思い、食育動画でも紹介しました。 

次回もこのオレンジ色のホタテに巡
り合えますように…！ 

給食時間には、今回のホタテが提供されることになった経緯や、ホタ

テの貝柱についてのクイズ、ホタテが泳ぐ様子などを紹介しました。 

今回は１年生に色ちがいのホタテが

当たりました！ 

気になる子供たちに、笠木先生が 

投影機で見せてくれました。 



 

 

 

 

 

１月、能登半島で大きな地震が起きました。 

この東京でも、近いうちに大震災が起こるといわれていますね。もし、被災していつも
通りの食事がとれなくなったとき、自分の健康を守ることができるでしょうか。 

今回は、実際に災害時に提供される防災食を「食べる経験をする」ことを目的とし、子
供たちに一口でもチャレンジしてもらいました。もしものときに「食べたことがある」と

いう今回の経験が、心身の負担の軽減につながればと思います。 

また、社会科で自然災害について
学習している４年生は、自分たちで

防災食を作る体験もしました。 

４年ぶりに、ランチルームを活用して会食する機会
を設けました。今回は学級ごとで集まり、ゲストの先

生をお招きして給食時間を過ごしました。 
友達とおしゃべりしながら食べることを楽しむだけ

でなく、みんなで気持ちよく食事ができるようにマナ
ーを守って食べることも意識するように栄養教諭から

お話をしました。 
どの学年も、よい雰囲気でランチルームでの給食時

間を過ごすことができました。 


